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下記のFAX送信票から

あなたの腎臓は大丈夫？ 
慢性腎臓病（CKD）を予防しよう

令和8年 3月15日（日）
10:00～12:00（受付9:30～）

富山県民会館 304号室
 富山市新総曲輪4番18号　☎076-432-3111

慢性腎臓病（CKD）に負けないために

慢性腎臓病講演会

10:10～10:55

富山市立富山市民病院　富山市病院事業管理者
日本腎臓病協会CKD対策部会富山県支部代表 石田  陽一 先生

腎臓を守ろう～健康な生活を送るために～
11:00～11:45

富山市立富山市民病院　看護部　透析内科副主幹
透析看護認定看護師　腎臓病療養指導士　腎代替療法専門指導士 松木  理浩 先生

に



成人の５人に1人が慢性腎臓病（CKD）
～腎臓を守るために、まず知ることから～

慢性腎臓病（CKD）とは～腎臓を守ろう～ 腎臓を守るカギ

腎機能が低下すると人工透析が必要になる場合があります。
富山県では 毎年約300人 の方が 慢性腎臓病 により 透析導入 となっています。

人工透析とは

機能の低下した腎臓に代わり、体内に
溜まった老廃物や毒素、余分な水分を
ろ過する治療。

治療は週２～３回、1回４～５時間
程度です。

医療費は年間約500万円かかると
いわれています。

富山県における慢性腎臓病による
新規透析導入患者の状況
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■糖尿病性腎症 ■その他の慢性腎臓病

● 腎障害や腎機能の低下が3か月以上続いてい
　る状態です。

● 初期には自覚症状がほとんどなく、症状を自
　覚したときには既に病状が進行しているとい
　うケースも少なくありません。

● 進行すると、夜間尿や立ちくらみ、体のだるさ
　や手足のむくみ、息切れなどの症状が出す。
　さらに進行すると、透析や腎臓移植が必要と
　なる可能性があります。

● 糖尿病、高血圧、脂質異常症、高尿酸血症等
　の生活習慣病は、慢性腎臓病を発症する可能
　性が高くなります。

● 健康診断で、尿たんぱくやeGFR（血液検査
　でわかる腎機能を表す指標）に異常があった
　場合は、医療機関を受診しましょう。

● 腎機能はある程度まで低下すると、もとに戻
　すことは難しく、早期発見・早期治療がとても
　重要です。

● 生活習慣の改善で腎機能悪化を予防できま

　す。

① 血圧コントロール
② メタボリックシンドローム予防
③ バランスの良い食事
④ 適度な運動
⑤ 禁煙・適切な飲酒


